東大和市長　尾又　正則　殿

（仮称）東大和市総合福祉センター実施事業案に対する
市民の意見集約方法改善要望書

日頃より、東大和市の福祉推進の為にご尽力いただき感謝申し上げます。

私たち、市民懇談会委員は（仮称）東大和市総合福祉センター建設に向け、市民の声を代表する為に全６回の市民懇談会に参加し、現場の生の声を行政に伝えてまいりました。この度、私たちの意見を充分に参考にされ、庁内で立ち上がった検討委員会において、中間報告が作成され、その中間報告に対する市民の意見を徴収する機会を提示して頂きました。

しかし、市長が常日頃「市民の声を充分に聞き取り、反映する」とおっしゃっている一方で、その意見集約の方法に、私たちは多大な疑問を持たざるを得ない状況がありましたので、以下の様に、問題点の提示、改善要望を出させて頂きます。

＜問題点＞

· （仮称）東大和市総合福祉センターの建設の経緯が全く記述されていない為に、一般の市民にとっては話の流れが不明確である。

· （仮称）東大和市総合福祉センターの理念・目的が記述されていない為、事業名だけ並べられてもそれらが適切な事業かどうか不明確である。

· 中間報告が出来るまでのプロセスを記述する必要がある。（市民懇談会の意見では２０事業希望が出て、それを庁内の検討委員会で１１事業にまとめたプロセス等）
· 意見募集が市のホームページにしか掲載されていないため、中立・公平な機会となっていない

· 意見募集期間があまりに短すぎる。

· 集められた意見集約の方法も書いていない。

　市民への情報提供は、市報をもって行うことが最も公平であり、今回のように一部の市民にしか気がつかないような広報の仕方は基本的な情報公開の原則に外れています。上記の問題点について早急に解決し、２００８年１月１日号の市報に挟み込みの資料を追加するよう、要望すると共に、この要望に対する回答を２００７年１２月２８日までに市長名でご提示いただけるよう併せて要望いたします。
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